
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

＊2009 年から「見て判る和文マニュアル」が同梱されますので、初心者の方にもデータをまとめる

まで簡単に出来ます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊2009 年 9 月より HITRAN-PC/V4.0 にアップバージョンされました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊Hitran-PC は、主にコンピュータープログラムで連動したデータベースを使い、大気又は任意に選択

した各種のガスの光学的透過スペクトラムを高分解能（< 0.01cm-1）で計算又はモデル化できます。

Hitran-PC は過去 20 年に渡り、さまざまな改良や機能を追加され、1991 年の V1.0 に始まり、2000 年

には V3.0 が開発・リリースされました。そして今ここに、最新版（Hitran-PC/V 4.0）は、大きな変化と機

能向上の能力をプログラムに盛り込まれ、数年を経てリリースされました。それは現在最新の

2008/HITRAN 連動データベースを使いつつ、しかし同時に又、HITRAN-UV と IR クロスセクションフィ

ルター、実験的な PNNL IR データベース、エアゾール消滅 BACKSCAT データベース、等と水蒸気や

CO2、N2 等も連続的に使われます。 



＊Hitran-PC/V 4.0 の総合的な操作概略 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様は空気の透過に関連するパス長、温度、濃縮、線形（圧力、Voigt [ フォークト関数 ]その他）と

他のパラメータを設定し、ご覧頂けます。より良い操作性の為に、これらのスタートアップ・パラメータ

は、一時的に最新の構成ファイルに保存されます。このスタートアップ・パラメータが、選択されたガス

又は大気の光学的透過スペクトラムの結合構造をモデル化する為に、圧力/温度/高度、等の大気の

モデルと同調して使われます。水平方向及び傾斜したパスの計算は共に実行、生成されます。 



＊Hitran-PC/V 4.0 の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊2008 データベースが新たにご利用戴けます。 

＊個々の同位体の為の計算実行能力が追加されました。 

＊エアゾール計算能力が追加されました 

＊HITRAN クロスセクションに於ける計算能力が追加されました。 

＊HITRAN クロスセクション分子の為に、U.S.標準大気（水平及び傾斜パス計算共に）からの 分圧自

動計算がご利用になれます。 

＊新たな試みとして PNNL IR データベースでの計算能力が追加されました。 

＊アップデートされたルーティンな機能は、温度と分子を共有分割します。 

＊PNNL と HITRAN クロスセクションの為の自由選択可能な温度スケーリングが用意されています。 

＊マルチコラム TXT ファイルでの計算結果をエクスポートできるようになりました。 

＊総合圧力の自動計算能力が追加されました。 

＊アップデートされたレーザー波長線ファイル。 

＊改良された多くのインターフェイス。 

＊インフォメーションパネル、スペクトラムの拡大、コピー＆ペースト機能の追加。 

＊US とヨーロッパでの十進法フォーマットの相違を的確に処理。 

＊スペクトルを表示する前に、サブシーケンスでの再計算無しに、拡充されたプロットは格納された

個々の分子と同位元素を計算します。 

＊V4.0 バージョンから新たに BataSpec/V2.0 も付属・ご利用戴けます。 



・BataSpec/V2.0 とは？・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・BataSpec/V2.0 は HITRAN-PC/V4.0 と共に提供されますが、BataSpec 単体の「別売り」でもお求め

戴けます。 

・BataSpec/V2.0 は、US. Air Force の専用プログラムである BACKSCAT 4.0 と LOWTRAN 

7.0/FASCODE の エアゾールモデルを併用して、大気の後方散乱(β,sr-1・m-1)や減衰率(α,km-1)

を生成させるマイクロソフトウインドウズベースのユーザーフレンドリーなプログラムです。 

・BataSpec/V2.0 プログラムはそのユーザーフレンドリーなインターフェイスで、AFGL/Sparta 

BACKSCAT 4.0 を走らせ、0.2～40 ミクロンのスペクトルレンジに於いて、大気の状態やレイリー散乱

の状態を提供できます。 

・BACKSCAT 4.0 プログラムは、広範囲にわたる目標とシステムの為に Lidar 比率を決定させる Lidar

シュミレーションプログラムです。 

・このシミュレーションの一部として、BACKSCAT プログラムは、米標準大気、雲、かすみ、霧、雨、そ

の他広範囲にわたる大気の状況分析の為に、適切なエアゾールとレイリー減衰と後方散乱係数を算

出します。 

・BataSpec/V2.0 プログラムは、BACKSCAT プログラムの主たるエアゾール減衰/後方散乱カーネル

を使いますが、 そのユーザーフレンドリーなインターフェイスで、お客様の手で簡単に計算上の波長

範囲と気象条件を 変更出来るようになっています。 

・BETASPEC プログラムからの出力としては、データアレイとしての後方散乱係数、波長のファンクショ

ン、 そして、大気の高度などを基にしたエアゾール減衰係数等です。 

出力ファイル（*.BASC または*.ASC ファイル拡張子）は、大気のエアゾール（雲、ちり、その他）状態に

起因する 減衰と後方散乱係数を含みます。   
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